
地
域
福
祉
・
医
療
の

推
進
に
つ
い
て

問

平
成
１５
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
地
域
福
祉
計
画
の
見
直
し

が
今
回
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

見
直
し
を
行
う
理
由
と
、
次
期

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
新
た
な

視
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答

地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、

地
域
福
祉
計
画
を
推
進
す
る

「
行
政
」、
地
域
福
祉
の
推
進
役

の「
市
社
会
福
祉
協
議
会
」、
地

域
福
祉
推
進
の
基
礎
と
な
る

「
地
域
（
地
区
社
協
）
」
の
３
者

の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
社
会

情
勢
の
変
化
に
伴
う
福
祉
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
複
雑

化
、
さ
ら
に
は
社
会
福
祉
制
度

の
改
正
な
ど
、
現
行
計
画
策
定

か
ら
６
年
が
経
過
し
、
３
者
そ

れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
変
化
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
見

直
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら

出
さ
れ
た
福
祉
課
題
や
生
活
課

題
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

新
た
な
視
点
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
の
「
第
２
期
障
害
福
祉
計

画
」
や
「
第
４
期
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
」
に
お
い
て
取
組
み
が
明
確

に
さ
れ
た
「
権
利
擁
護
」
に
関

し
て
、
よ
り
具
体
的
に
記
述
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け

る
要
援
護
者
の
支
援
の
仕
組
み

な
ど
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

学
校
選
択
制
に
つ
い
て

問

中
学
校
に
お
い
て
は
、
学せっ

校
の
特
色
を
出
し
、
お
互
い
切

さ

た
く

ま

磋
琢
磨
す
る
た
め
に
も
、
学
校

選
択
制
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
現
状
と
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答

本
市
で
は
、
子
ど
も
の
登

下
校
の
見
守
り
活
動
や
青
少
年

の
健
全
育
成
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
学
校
の
密
接
な
結

び
つ
き
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。特

に
登
校
時
の
子
ど
も
の
見

守
り
活
動
に
お
い
て
は
、
地
域

の
方
の
安
全
指
導
を
超
え
た
か

か
わ
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
の
地
域
の
教
育
力
、

活
動
力
を
生
か
し
た
取
組
み
の

重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

こ
の
状
況
は
、
市
長
が
掲
げ

て
い
る
施
政
方
針
「
伊
丹
の
未

来
を
託
す
『
人
づ
く
り
』
の
実

現
」
が
市
民
に
浸
透
し
て
い
る

と
も
と
ら
え
ら
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
伊
丹
の
未
来
を
背
負
っ
て

立
つ
期
待
感
を
校
区
（
地
域
）

の
方
が
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

校
区
の
実
態
を
踏
ま
え
た
学

校
経
営
こ
そ
、
一
番
の
特
色
化

で
あ
り
、
伊
丹
市
の
各
地
域
に

は
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
力
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
時
点
に
お
い
て
は
、
学
校

と
地
域
の
一
層
の
連
携
が
重
要

と
い
う
観
点
か
ら
、
中
学
校
に

お
け
る
「
学
校
選
択
制
」
の
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

新
政
会

杉

一

議
員

●
予
算
の
広
報
で
の
表
し
方

●
こ
と
ば
文
化
都
市

岩
城

敏
之

議
員

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

●
災
害
時
に
お
け
る
自
治
体
の

連
携

加
藤

光
博

議
員

●
雇
用
問
題

●
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

大
路

康
宏

議
員

●
「
と
も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の

施
政
方
針
の
真
意

●
明
る
く
元
気
な
地
域
づ
く
り

●
「
い
た
み
健
康
づ
く
り
大
作

戦
」

川
井
田
清
信

議
員

●
山
陽
新
幹
線
公
害
対
策

●
中
学
校
の
部
活
動

●
市
立
博
物
館
夏
季
企
画
展

「
大
阪
国
際
空
港
開
港
７０
周

年
記
念
」公

明
党

北
原

速
男

議
員

●
環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な
取

組
み
姿
勢

●
老
人
福
祉
施
設
の
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
置
と
今
後
の
取
組

み
●
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
一

括
助
成
交
付
金
事
業
の
取
組

み
山
内

寛

議
員

●
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
普

及
促
進
へ
の
取
組
み

●
屋
上
緑
化
へ
の
取
組
み

永
田

公
子

議
員

●
市
民
の
読
書
啓
発
推
進

●
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

●
総
合
的
な
安
全
教
育
の
推
進

連
合
市
民
議
員
団

齊
藤

真
治

議
員

●
中
心
市
街
地
活
性
化

●
就
学
前
の
子
育
て

泊

照
彦

議
員

●
今
後
の
家
庭
菜
園
事
業
の
展

望
と
課
題
の
解
決

●
防
災
対
策
上
の
要
援
護
者
支

ち
ょ
く

援
体
制
の
進
捗
状
況
と
こ
れ

ま
で
の
組
織
体
制
と
の
矛
盾

点日
本
共
産
党

伊
丹
市
議
会
議
員
団

久
村

真
知
子

議
員

●
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

●
自
殺
予
防

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決

中
村

孝
之

議
員

●
中
学
校
給
食
の
実
施
検
討

●
農
業
振
興
条
例
の
制
定

上
原

秀
樹

議
員

●
生
活
保
護
世
帯
の
一
人
親
世

帯
に
対
す
る
支
援
強
化

●
開
か
れ
た
学
校
と
学
校
評
価

の
あ
り
方

い
た
み
未
来
ネ
ッ
ト

相
崎

佐
和
子

議
員

●
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り

平
野

園
美

議
員

●
平
成
２１
年
度
教
育
基
本
方
針

●
発
達
が
心
配
と
さ
れ
る
子
ど

も
が
成
人
す
る
ま
で

林

実

議
員

●
国
民
健
康
保
険

●
土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全

化
計
画

●
神
津
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
・

活
性
化市

民
ク
ラ
ブ

新
内

竜
一
郎

議
員

●
社
会
教
育
施
設（
新
図
書
館
）

等
の
整
備
計
画

●
伊
丹
空
港
を
活
用
し
た
レ
ー

ル
ア
ク
セ
ス
構
想
の
推
進

６
月
定
例
会
で
は
、
６
月
１７
日
か
ら
１９
日
の
３
日
間
に
１７
人
の
議
員
か
ら
市
政
全

般
に
わ
た
り
、活
発
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
な
質
問
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

市
民
ク
ラ
ブ

個
人
質
問

松
崎

克
彦
議
員
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